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陳情第146号（７.９.９） 

公園倒木事故に関する神戸市の管理体制改善及び被害者への誠実な対

応を求める陳情 

陳 情 の 要 旨 事故が「予測不能の自然災害」ではなく、管理・点検体制の不備によ

るものであったことを鑑み、再発防止のため、全ての公園樹木の幹の

内部診断（空洞化・腐朽菌の確認）、根の健全度確認（腐食、浮き上

がり、土壌環境）、樹木の傾き測定、周辺土壌や排水状況の調査など

を行い、樹木医や専門業者による定期診断を導入し、客観的かつ専門

的な点検を実施するとともに、点検の時期、担当者、項目、診断内容

を詳細に記録し、市民に公開するなど、説明責任を果たすこと。 

その際には、単なる「点検済み」報告ではなく、具体的な内容を透明

化し、危険と判断された樹木に対し、伐採、補強、立入制限を迅速に

実施すること。 

陳 情 者 の 住 所 

及 び 氏 名 

神戸市垂水区 

末武 達三 

送 付 委 員 会 決算特別委員会 
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